
 

 

点検グレード

PM S G P

TestNo.

① Computer operating system

② ServicePack

③ SDS ソフトウェア

点検項目 判定基準 実測値 結果 備考 PM S G P

① 電源電圧　単相 1００V
AC 単相100 V　±10％
90V～110V AC      　　　    V

合・否

② PC、周辺機器用電源電圧
AC 単相100 V　±10％
90V～110V AC      　　　    V

合・否

③ 確認

①
各配線及び接合部
の接続確認

・配線が端子から外れていない事
・緩み等がない事
これらの条件を満たすときは合格

合・否

② 外観チェック
目視にて各部にひび割れ、つぶれ、
破損が無い事。これらの外観不具合
がないときは合格

合・否

① Instrument Function Test
SDSソフトウェア にて
PASSを確認する

合 ・ 否

② Filter Wheel Calibration
MTSSソフトウェアにて
Calibration Valuesを確認

確認

各Calibration value記載

F1　　　  　　　   　　　 ,　F2　　　　      　　　　　　 ,　F3　　　　　      　　　　　　 ,　F4　　　　　　     　　　　　　,　F5　　  　　　 　　　　　,

コメント：

5

整備前確認：Instrument Function Testの確認

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

3

本体への供給電源電圧の確認

○ ○ ○ ○

前回のメンテナンスからこれまでにお気づきの点があれば記載をする事

コメント：

2

各 Software バージョンの確認

○

デジタルボルトメータで
測定する事

本体及びPCが同一電源から取られているか？

4

整備前確認：機器を整備する前の実施確認項目

○

○ ○ ○

○

点検・整備チェックリスト
（Applied Biosystems®7500FastリアルタイムPCRシステム）

SO番号  ：　 作業実施日  ：西暦　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

シリアル番号 ： 作業担当者  ：

1 Computer Model:

ServiceTag ：

ExpressServiceCode：

周辺機器の確認

○ ○ ○

□WindowsTM XP　　  　　□WindowsTM 7-32bit     　   □WindowsTM 7-64bit

□WindowsTM10　Enterprise2016 LTSB(Win10 IoT)-64Bit

□SP1　          　□SP2　         　□SP3　　　　　　  □N/A

機器使用状況事前確認
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点検項目 判定基準 実測値 結果 備考 PM S G P

① Lamp
点灯していること（使用期間1年以上も
しくは2000時間以上は交換推奨）

　時間

SDSソフトウェアの
LampStatusを使用

② Fan Check_回転を目視確認
①Lamp Fan②Thermal Cycler Fan
③ Rear Exhaust Fans
回転を目視で確認する 。

合 ・ 否

③ Fan Check_清掃確認
①Lamp Fan②Thermal Cycler Fan
③ Rear Exhaust Fans
汚れていたら清掃をする事。

清掃or不要

① Lamp Lamp交換 交換・未交換

② Lampケーブル Lampケーブル 確認
変色、劣化の確認。
詳細は下記に記載。

③ フィルター

目視にて各Emission&Excitension
FilterAssy確認
①CY5 ②ROX ③TAMRA
④VIC　⑤FAM

確認
変色、劣化の確認。
詳細は下記に記載。

④ SampleBlock洗浄 ウェルの清掃、洗浄 実施・非実施

① Lamp
点灯していること（使用期間1年以上も
しくは2000時間以上は交換推奨）

　時間

SDSソフトウェアの
LampStatusを使用

・Test7-③
□変色及び劣化あり　□変色及び劣化なし  □Not applicable
・作業日
□今回の点検時に交換
□後日交換　□Not applicable
・該当フィルター
□CY5 □ROX □TAMRA　□VIC　□FAM　□Not applicable

・Test7-②
□変色及び劣化あり　□変色及び劣化なし  □Not applicable
・作業日
□今回の点検時に交換
□後日交換　□Not applicable

7

Test7-④　清掃、洗浄を実施した、wellを記載

○

コメント：

8

整備後確認：機器を整備後のコンディションを確認。

○ ○ ○

整備作業：清掃及び交換を実施

#

作
業
の
み
　
　
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

。

○
　
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
の
み
点
検
プ
ラ
ン
に
含
ま
れ
ま
す

。

○
　
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
の
み
点
検
プ
ラ
ン
に
含
ま
れ
ま
す

。

6

整備前確認：機器を整備する前のコンディションを確認。

○ ○ ○ ○

コメント：
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点検項目 判定基準 実測値 結果 備考 PM S G P

① Rate　Test 合 ・ 否

Heating Rate[℃/second] PASSを確認する [℃/second]

Cooling Rate[℃/second] PASSを確認する [℃/second]

② Cycle Test 合 ・ 否

Average Cycle Time[second] <=160 [second]

Cycle Time STD[second] < 5 [second]

合 ・ 否

temperature verification
probe and meter（温度計と
プローブ）で測定をする事

85℃の設定 [℃] 温度計の実測値平均を記載

45℃の設定 [℃] 温度計の実測値平均を記載

合 ・ 否

合 ・ 否

95℃の設定 [℃]
計算式より得られた
数値を記載

60℃の設定 [℃]
計算式より得られた
数値を記載

合 ・ 否

temperature verification
probe and meter（温度計と
プローブ）で測定をする事

105℃の設定 [℃] 温度計の実測値を記載

TEST　#4

Pr obe 9 Temper at ur e ＜±3℃

コメント：

10

11

Heated Cover

UniformityTest　

Virtual Keypadのテスト結果を記載

Virtual Keypadのテスト結果を記載

上記の項目で判定基準を満たさないものは、Block Sensor Calibration を実行し再度測定する。

Block Sensor Calibration 後の値を記載　　①85℃の設定　　　  　　　　　　　[℃]　　　②45℃の設定　　　  　　　　　　　[℃]

9

Thermal Cycler System Performance Test (TCSPテスト)の確認～MTSSソフトウェアのVirtual Keypadを使用

○ ○ ○ ○

TEST　#3 

(Max 95℃-Min 95℃)/2 < 1.0 ℃
temperature verification
probe and meter
（温度計とプローブ）で
測定をする事

TEST　#1

TEST　#2 

Temperature Verification Test   　 実測値の平均 が設定温度の±0.50℃以内である

(Max 60℃-Min 60℃)/2 < 1.0 ℃

測定ポイントと実測値
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点検項目 判定基準 実測値 結果 備考 PM S G P

① ROI Calibration PASSを確認する 合 ・ 否 ROI Calibration Plateを使用

② Background Calibration
Backgroundランにおいて最大値が
Aフィルター< 72000
Eフィルター<96000

A=

E=
合 ・ 否 Background Plateを使用

③ Optical Calibration PASSを確認する 合 ・ 否 ROI Calibration Plateを使用

④ Pure Dye Calibration PASSを確認する 合 ・ 否 各PureDye　Plateを使用

Copy.10,000

STDev.10,000

Copy.5,000

STDev.5,000

A

B

② 検量線の精度（相関係数） R2　：　0.990 < 合 ・ 否

① 実施・非実施

＊点検グレード欄の記号は　○：指定作業　-：指定作業外　　#：作業状況に応じて実施　となります。

＊ 交換部品　： プラチナグレード、ゴールドグレードには下記交換部品が含まれます。但しPMの場合には必要に応じて交換となります。

※1 P_プラチナグレード: 点検交換部品（ハロゲンランプ）+Spectral 更新+Verification Run試薬つき+3ヶ月修理保証

※2 G_ゴールドグレード 点検交換部品（ハロゲンランプ）+Spectral 更新（試薬つき）+3ヶ月修理保証

※3_S_シルバーグレード:点検交換部品（ハロゲンランプ）及びSpectral更新は状況に応じて実施となります

※4_PM_保守点検:点検交換部品（ハロゲンランプ）及びSpectral更新+Verification Runは状況に応じて実施となります(保守点検のプランをご参照下さい)。

整備交換部品　（ゴールドグレード及びプラチナグレード）

部品番号 部品名 数　量

100052500 LMP_HALOGEN NEW REFLECTOR RC 1

Note: See user's manual or package insert for limited label license, and trademark information. For Research Use Only.
Not for use in diagnostics procedures.

実施及び合格したDyeにチェックを入れる事。それ以外はOtherに記載する事。

SpectralCalibrationKit1 ：□FAMTM　□JOETM  □NEDTM □ROXTM 　□ SYBRTMGreen　 □TAMRATM　□VICTM

SpectralCalibrationKit2 ：□CY3® 　□CY5®　□TexasRedTM

Other：

14 ROI、Background Data､ Pure Dye DataのBack Up disk 作成

メモ

バックアップ作業

12

# # #

コメント：

#

13

スペック確認作業

# - - ○

スペック確認Runは TaqMan®RNaseP Instrument Verification プレートが用意されている場合に実施されます(プラチナは、試薬を含みます）。このプレート
はあらかじめ、試薬が分注されたプレートで、D5～E12ウェルの標準サンプル群を用いて検量線を作成します。この検量線に基づいてA1～C12ウェルの
5,000コピーのサンプル群とF1～H12ウェルの10,000コピーのサンプル群を定量します。
定量値の平均値と標準偏差が以下の式を満たした場合に、機器がスペックを満たしたと判断します。ランの実行と解析はすべてSDSソフトウェアを使用しま
す。

各Calibration確認作業～SDSソフトウェアを使用

# - ○ ○

①

5,000と10,000コピーを
99.7%の信頼度で
区別出来ているか？

A [（Copy.10,000）－3(STDev.10,000)]>
B [（Copy.5,000)＋3(STDev.5,000)]

A　＞　B 合 ・ 否
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